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海洋鉄循環は、物質循環や気候変動の駆動因子として中核的

な位置を占める。鉄のクリーン分析が確立した 1990 年代以降、
様々な環境で多様な「無機態」鉄の定量分析や安定同位体比分

析が行われ、鉄循環像が描かれてきた。一方で、生物由来の鉄

を選択的に分析する手法は限られており、生物が関与する側面

についての知見が現状では不十分である。そこで我々は、鉄を

中心に配位したテトラピロール化合物であるヘム Bに着目し、
研究を進めている（図）。生命活動に不可欠な電子伝達反応や酸

化還元反応を駆動するヘム Bは、生物圏で最も普遍的かつ豊富
に存在する含鉄生体分子の一つである。ヘム B の定量分析法や鉄安定同位体比(δ56Fe)
分析法を確立することで、細胞から環境まで様々なスケールで鉄の動態を解析すること

が可能になる。例えば、海洋の溶存態鉄は供給源ごとに特徴的な δ56Feを示すため、ヘ
ム Bの δ56Feから生態系を支える鉄の供給源を制約することができる。食物連鎖を通じ
た鉄の利用効率や細胞レベルでの鉄利用の戦略に関する新知見が得られる可能性もあ

る。 
発表では、ヘム Bの δ56Fe分析法開発の進捗を報告する。ヘム Bを高速液体クロマト
グラフィー(HPLC)で単離・精製する手法はすでに確立されている(Isaji et al., 2020, Anal. 
Chem.)。ここでは、HPLCで精製したヘムB画分に含まれるコンタミ鉄を除去した上で、
ヘム B に配位する鉄を分離・精製し、多重検出器型-誘導結合プラズマ-質量分析法で
δ56Feを測定する分析フローを紹介する。市販のヘムB標準試薬を用いた実験では、HPLC
精製の前後で δ56Feが変化しないことが確認された。また、繰り返し実験では 500 ngFe
以上の試料量で±0.06‰ (n = 8, 1σ)の再現性を得ている。微量化を更に進めるべく、ダブ
ルスパイク法を導入した分析フローの開発にも取り組んでいる。最終的には、多様な性

状の試料（懸濁粒子、堆積物、生体試料など）に応用可能な分析法として確立し、様々

な切り口で鉄と生物に関する知見を創出していきたい。 
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